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３．男性副乳癌と考えられた１例
坂口奈々恵?，山崎 民大?，長谷 和生?
山本 順司?，堂本 英治?，山岸 陽二?
守屋 智之?，河野 貴子?，島崎 英幸?

























伊藤 栄作?，中野 聡子?，大塚 正彦?






























山岸 陽二?，守屋 智之?，堂本 英治?
島崎 英幸?，中西 邦昭?，岩屋 啓一?




cinoma with cartilaginous and/or osseous metaplasia)は乳
癌全体の約0.1％ と稀である.今回,径約13cmの骨・軟骨
化生を伴う癌の一切除例を経験したので報告する.【症
例】 68歳,女性.主訴:右乳房腫瘤 現病歴:平成25年
2月頃から右乳房腫瘤を自覚.徐々に増大傾向認めたため,
8月に近医受診し,生検施行の結果,右乳腺悪性腫瘍と診断
され,精査加療目的で当科紹介受診.既往歴:22歳ギラ
ン・バレー症候群 33歳卵巣出血.臨床経過:術前化学療
法としてFEC療法を2コースでPD と効果判定され,手
術の方針となった.手術:平成25年12月右乳房切除術
(大胸筋・腹直筋合併切除)＋ 腋窩リンパ節郭清＋ 左腹直
筋有茎皮弁術施行.病理所見:異型腫大核を有する紡錘形
腫瘍細胞が,骨・軟骨の形成,豊富な膠原繊維の介在を伴い
つつ浸潤する,肉腫様の像が主であり,一部にアポクリン
癌の成分を認めた.以上より,特殊型 骨・軟骨化生を伴う
癌,ER(－),PR(－),HER2(－)と診断された.【考 察】
乳癌症例では稀な特殊型の一例を経験した.病理学的な検
討と若干の文献的考察を加えて報告する.
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